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■ 特集２ 

ＦＤＣ平成１８年度事業計画決まる 

３つの P、２つの Aを柱に 
（財）一宮地場産業ファッションデザインセンター（ＦＤＣ）は２月２１日、理事会を開いて平

成１８年度事業計画を決めた。繊維産業支援事業（ファッション産業支援事業）を推進するＰＲＯ

ＤＵＣＴ(つくる)、ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ(普及する)、ＰＥＲＳＯＮ（育てる）の３つのＰ、地場産

業発掘・地域交流事業（地域事業おこし）を促進するＡＰＰＥＡＬ（アピールする）、ＡＭＵＳＥ

（楽しませる）の２つのＡを骨子としたもので、この中では新規事業として定年後の団塊世代を意

識したメンズカジュアル素材の開発など含まれている。 

 

新たに団塊世代対象にニューカジュアル提案 

ＰＲＯＤＵＣＴでは「売れるものづくり」

をコンセプトに新商品開発を強力に進める。

その方向は①尾張繊維技術センターとの共

同開発②ＦＤＣ匠ネットワーク③ＦＤＣテ

キスタイルプランナー協議会などのタイア

ーン・フェアの開催により尾州産地素材の多

様化、高付加価値化に努める。ジャパン・ヤ

ーン・フェアはわが国唯一の総合糸見本市と

して今期は４回目の開催となる。 

ップ、プロジェクトに加えて、ジャパン・ヤ

ＰＲＯＭＯＴＩＯＮでは「ビジネスチャンス

の創出」をキーワードに①東京展の開催（２

００７年春夏、２００７/０８年秋冬、産地

個展）②ユーロ・テキスタイル・セレクショ

ンの開催③尾州トータルイメージアップ活

動の展開（ＪＢ＝ジョイント・尾州ブランド

戦略会議、広報活動事業、ＷＥＢマガジン「Ｔ

＆Ｆ」発行）③情報提供事業の再構築（ファ

ッション情報収集・提供事業、内外ファッシ

ョン資料提供、ファッション・テクノ工房）

を推進する。 

ＰＥＲＳＯＮは「マーケター養成」をポイン

トに①繊維産業製造中核人材育成プロジェ

クト②各種セミナー開催事業③新しい型の

繊維産業構築支援事業を推進する。 

ＡＰＰＥＡＬでは「地域の魅力発掘」を柱に

①地場製品の即売事業②地場製品の常設展

示を行う。 

ＡＭＵＳＥでは「地域住民とのふれあい」を

核に地域交流事業（手染め教室、手織教室、

おやこふれあい教室）を展開する。 

繊維産業製造中核人材育成セミナー  

おやこふれあい教室（手織） 
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１８年度事業計画

繊維産業支援事業 
ﾌｧｯｼｮﾝ産業支援事業 

PRODUCT 

PERSON 
 

 

「売れる」ものづくり 

新商品開発事業

 繊維技術センターとの共同開発 

 ＦＤＣ匠ネットワーク 

 ＦＤＣテキスタイルプランナー協議会 

マーケター養成 

マーケター養成等事業 

繊維産業製造中核人材育成プロジェクト 

各種セミナー開催事業

新しい型の繊維産業構築支援事業

ビジネスチャンスの創出 

東京展の開催 

（2007SS、2007-08AW：産地個展） 

ユーロ・テキスタイル・セレクション展開催 

尾州トータルイメージアップ活動の展開 

（ＪＢ（ジョイント・尾州）ブランド戦略会議、 

広報活動事業、ＷＥＢマガジン「Ｔ＆Ｆ」発行） 

情報提供事業の再構築 

（ファッション情報収集・提供事業、内外ファッシ

ョン資料提供、ファッション・テクノ工房） 

地場産品発掘 

地域交流事業 AMUSE 

APPEAL 

地域の魅力発掘 

地域住民とのふれあい 

地場製品の即売事業 

地場製品の常設展示 

地域交流事業 

（手染教室・手織教室・おやこふれあい教室） 

PROMOTIOＮ 

ーントレンドセミナーも開催 

８年度新

規

ＪＢ（ジ

ョ

団塊世代が定年を迎え

る

で

アパレ

ル

い

て

ップは下記の通りで

あ

 

こうした基本方針の中で、特に１

に展開する大きな事業は３つ。 

第１は「ＰＥＲＳＯＮ」で展開する

イント・尾州）メンズプロジェクトだ。メ

ンズテキスタイルプランナーを対象に、コー

ディネーターの指揮の下、ヨーロッパの最新

トレンド情報をテキスタイルに具現化する

手法を学び、新たなメンズカジュアルの開発

支援に取り組む。 

この背景は多数の

時期に当たって、ファッショナブルな感性

をもつ彼らに「ニューカジュアル」を提案し、

産地の需要増進に役立てようというわけ。 

第２は同じ「ＰＥＲＳＯＮ」に属する事業

、ヤーントレンドセミナーを開催する。産

地が糸からの差別化を進めるにあたって、糸

のトレンド情報を提供することにより新商

品開発を支援する。またこのトレンドを反映

して開発された糸の展示会ＪＹ（ジャパン・

ヤーン・フェア）を、新商品開発支援事業と

して開催する。 

 

段階で

は商品の

均一化、

同質化を

避けるた

め、素材

るが、そ

の素材の決め手の大きな部分は糸であり、こ

の事業で新差別化素材つくりの支援を行う。 

第３は「ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ」の一貫とし

第３回ジャパン・ヤーン・フェア 

からの差別化に活発に取り組んで

取り組むＪＢブランドの深耕作戦である。

繊維国際見本市であるＪＣ（ジャパン・クリ

エーション）が年２回の開催に移行するに伴

い、ＪＢブランドの認知度を高め、意欲的な

商談を目的に出展する。海外についても積極

的な取り組みを行う。 

１８年度事業の事業マ

るが、ＦＤＣは１８年度、新規事業を含め

てビジネスに役立つ様々な事業を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


